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最近の統計学的解析により、巨大地震の後に火山噴火の回数が優位に増加する事がわ

かっている。一方、火山活動の減少を思わせる、火山体の山頂付近の沈降や火山ガス

放出量の減少も巨大地震の後に起きる事が近年報告されている。巨大地震に起因する

振動によって火山体直下に存在するマグマ溜まり内にスロッシングが起き得る事、ま

た、山体の共振による応力集中がマグマの移動を促進する事を、実験により検証した

結果を紹介する(Namiki et al., JVGR 2016, Geology in press)。 
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